
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

１月の大雪における対応について

資料１



１．北陸道（気象状況）

○ 平成30年1月10日から13日にかけ北陸地方の上空には強い寒気が入り、冬型の気圧配置が強まった。

○ このため、北陸地方では大雪となり、鉄道の運休・遅延、高速道路などの通行止めが各地で発生し、交通機
関やライフラインに大きな影響が出た。

○ 10日0時から13日24時までの降雪量合計は、金沢で74cmを観測した。

※地域気象観測（アメダス）
及び石川県の観測データ
を利用。

○レーダー画像（石川・富山県域拡大図）

○降雪量分布図
（平成30年1月10日～13日）

出典： 平成30年1月10日から14日にかけての大雪に関する富山県気象速報、富山地方気象台、平成30年1月16日
平成30年1月10日から13日にかけての大雪に関する石川県気象速報（警報発表事例の解説）、金沢地方気象台、平成30年1月16日

○地上天気図・気象衛星赤外画像（1月11日21時）
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○車両滞留状況（1月12日）

通行止め（金沢森本IC～小矢部IC間）
上り線 ３４時間５０分 滞留車２００台
下り線 ３６時間１５分 滞留車２６０台

○北陸道 滞留車両発生区間

(mm/h)

14.4km
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１．北陸道（降雪・通行止め状況）

■金沢森本IC～小矢部IC間 降雪状況
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立ち往生車両発生

滞留中

立ち往生車両発生

滞留車両排出作業
最大約200台

（自走不能車両4台）
約11時間30分

滞留中

滞留車両排出作業
最大約260台

（自走不能車両25台）
約17時間

除雪作業（約19時間15分）救援作業

滞留車両排出中の降雪（約30cm）

1/11 8:50～13:00 雪通行止め
金沢森本IC～小矢部IC間（下り線）

除雪作業完了後の降雪（約20cm）

190.207kp～191.100kp(L=893m)
縦断勾配 5.0%

191.734kp～192.090kp(L=356m)
縦断勾配 3.5%

下り線(富山方面)
約3.0㎞ 260台

上り線(金沢方面)
約1.6㎞ 200台

小矢部IC
金沢森本IC

通行止め開始

※時間降雪量の累計値

除雪作業（約23時間20分）

通行止め（上り線）1/11 23：40～1/13 10：30 （34時間50分）

通行止め（下り線）1/11 22：15～1/13 10：30 （36時間15分）

191.0kp

事故直後
渋滞長約100m

190.9kp

（クレスト）
191.28kp

大型車が自力走行不能
走行・追越車線閉塞

軽自動車単独事故
追越車線に停止

【下り線(富山方面）】

191.8kp 192.3kp

トレーラが自力走行不能
走行・追越車線に斜めに停止

（クレスト）
191.28kp

【上り線(金沢方面)】

通行止め解除

○滞留車両発生の詳細

救援
作業



１．北陸道（道路状況写真）

【凍結防止剤散布・除雪】 【滞留車排除・集中除雪】 【通行再開】
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○ 平成30年1月22日から23日にかけて、低気圧が本州の南海上を急速に発達しながら東北東に進んだため、
首都圏を中心に広い範囲で大雪となった。

○ この大雪により、首都圏では、鉄道の運休・遅延、航空機や船舶の欠航、高速道路の通行止めなどの交通障
害や、積雪による転倒などの人的被害が発生した。

○ 22日10時から23日1時までの期間、東京都心の積雪量は最大で23cmを観測した。

○レーダー画像

○降雪量の推移（東京都千代田区）

出典：平成30年1月22日の大雪に関する東京都気象速報、東京管区気象台、平成30年1月24日

○地上天気図・気象衛星赤外画像（1月22日15時）

２．首都高速（気象状況）

首都高速横浜北線（ 1/22 昼頃） 首都高３号渋谷線（1/22 20時頃） 4
(mm/h)



27㎝
2/8 7時～2/8 23時 （17時間）
5㎝（2/8 19：00）
首都高全域

※除排雪班体制：グレーダ１台、ショベルローダ１台、ダンプ5台、作業員10人

今回 ４年前

約80ｋｍ（総延長300kmの内、約3割）
最大約83時間（2/8 06：15～2/11 17：30）
36班

2.7cm / 時間 1.6cm / 時間

２．首都高速（降雪状況）

○4年前の降雪時との比較
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時間降雪量（ 実績）

気温（ ℃）
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【平成30年1月22日（月）～26日（金）】
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東京（千代田区）
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降雪量と 気温

時間降雪量（ 実績）

気温（ ℃）

2/8 2/9 2/10 2/11

【平成26年2月8日（土）～11日（火）】
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解
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（湾
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川
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東京（千代田区）

【 最 大 積 雪 量 】
【 降 雪 時 間 】
【最大時間降雪量】
【 降 雪 範 囲 】

23㎝
1/22 14時～1/22 22時 （9時間）
4㎝（1/22 18：00）
首都高全域

【 最 大 積 雪 量 】
【 降 雪 時 間 】
【最大時間降雪量】
【 降 雪 範 囲 】

【通行止め延長】
【通行止め期間】
【除排雪体制※】

約230㎞（総延長320㎞の内、約7割）
最大約99時間（1/22 14：06～1/26 17：30）
37班 ＋東日本高速＋中日本高速＋関東地整

【通行止め延長】
【通行止め期間】
【除排雪体制※】

出典：気象庁

時間降雪量(cm)

気温（℃）

時間降雪量(cm)

気温（℃）



２．首都高速（通行止め・車両滞留状況）

○ 首都高速道路では、1月22日14時より通行止めを開始、総延長320kmのうち約7割（約230km）が通行止めとな
り、全面通行再開までに4日間を要した。

○ また、中央環状線では3箇所で10時間を超える大規模な車両滞留が発生。

○ 首都高速道路の通行止め区間と通行再開時期

長時間車両滞留発生箇所

① 中央環状線（外回り） 西新宿JCT～大井JCT
【原 因】トレーラの立ち往生
【最 大 長】約12km
【滞留時間】約10時間

② 中央環状線（外回り） 王子南出口付近～滝野川付近
【原 因】大型車２台の立ち往生
【最 大 長】約1.6km
【滞留時間】約11.5時間

③ 中央環状線（内回り） 四ツ木出口～小松川付近
【原 因】一般道への出口渋滞
【最 大 長】約10km
【滞留時間】約11時間
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○ 中央環状線外回り山手トンネルでは、大型トレーラ（チェーン装着済み）が、西新宿JCTの急勾配（８％）ランプ
の上り坂で走行不能となり、最大約12kmに及ぶ車両滞留が発生。

○ 通行不能車両の排出に時間を要し、山手トンネル内に多くの車両が長時間（約10時間）滞留。

２台目のコンテナトレーラランプトンネル坑口付近の状況

【立ち往生状況】

○ １台目：トレーラ（チェーン装着）

1月22日19:30頃 装着していたチェーンが切れ、自走不能となる

21:00頃 トレーラがランプを登坂することを断念し、ランプ途中の待
避所に自主的に待避

○ ２台目：コンテナトレーラ（チェーン装着）

21:00頃 ランプを登坂したが、１台目のトレーラと同様に勾配を上
ることができず、滑りながら後退し、ランプトンネル坑内ま
で下がって停止。

【首都高速の対応】

1月22日20:30 トレーラが上り勾配を後退している状況を首都高速管制
室がＣＣＴＶで確認

22:20頃 首都高速パトロールカーが現地に到着

・ランプ登坂による排出を断念し、ランプ上を後退した後に
本線から自走で排出する方法に変更

・大型車２台の後方で滞留する車両を本線から強制的に
排出する作業に着手。

1月23日0:00頃 後続車両を排出しスペースを確保した上で、２台のトレー
ラをランプ上で後退させ、本線上を自走により排出完了
【山手トンネル内の滞留長：12km（最後尾：大井JCT付近）】

5:30頃 山手トンネル内の滞留車両解消

１台目のトレーラ（参考：同型車種）

西新宿JCT

初台南出口

西新宿JCTからの
流出待ち車両により、
本線の滞留が発生

２．首都高速（山手トンネル車両滞留状況）
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２．首都高速（道路状況写真）

【凍結防止剤散布】 【除排雪】 【通行再開】
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３．緊急的な対応（首都高速）

課題 首都高速の緊急的対応 全国の高速道路での対応

①山手トンネル等での長時間の車両滞留

②4日間に及んだ通行止め

・立ち往生車両の発見
・トンネル内流入交通の通行止め

・滞留車両へ対応
・情報提供
・健康状態等の状況確認
・避難誘導
・飲食料等の配布

・除排雪力不足
・支援要請・受入体制

○立ち往生車両の発生防止
・立ち往生リスク箇所の把握
・立ち往生リスク箇所のカメラ・監視員による監視
・リスク箇所での早期通行止め

○滞留車両への情報提供等
・SNS等による情報収集
・HPやアプリ(mew-ti)、SNSによる情報提供
・トンネル内の放送設備等による情報提供・避難誘導
・飲食料等配布の初動迅速化

○立ち往生リスク箇所の把握（調査中）

○早期の通行再開
・降雪情報に基づき除排雪体制の増強
・除排雪支援について他機関への早期支援要請
及び受入体制の確立

○大規模立ち往生防止の早期通行止めの徹底

○様々な手段を活用したドライバー等への情
報提供及び滞留車両へのケアの徹底

○関係機関等との連携体制の確認

○SNS等を活用した情報収集

○除排雪作業等の集中実施の徹底
（災害対策法の適用含む）

普段雪の降らない地域における大雪時の道路交通確保対策

（有識者委員会で検討）

・予防的通行規制 ・効率的除排雪手法等

【少雪地域での事例】 H29.2 新東名高速道路 御殿場JCTでの大規模滞留
H29.1 名古屋高速全線 長期間通行止め
H28.1 西日本地域の高速道路 長期間通行止め
H26.12 国道192号 愛媛・徳島県境での大規模滞留（改正災害対策基本法の初適用） 9


